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テヘランで開催された国連⑧ユネスコ国エカ

フェ共催第2回地下水セミナｰに出席して

はじめに

イランは地理的にも東西両陣営の交点に当り国際会

議シンポジウムセミナｰなどの開催される機会も多

くまた国連の援助によってイラン地質調査所が設立さ

れ号?際に地質調査所の平山健技官および元地質調査

所員の東京大学教授岩生周一博士狂どイランに滞在し

またテヘランを訪間した人も多くこの地質ニュｰスに

も平山技官カミイラン地質調査所設立に当っての事庸など

を掲載されているのでここでは私の出席した第2回地

下水セミナｰを中心に国内見学旅行のところどころの

風物を写真にまとめ｢はじめて訪問した者の目に映った

イラシ｣ということでご紹介をいたしたい.

メヘラバｰド空港

1966年10月15同現地時間23時30分エァフランス機

はイランの表玄関テヘランのメヘラバｰド空港に着陸し

た.羽田をたったままの私の時計は次の目の朝の5

時を少し回っていた.スモッグに煙る羽田空港をその

目の朝10時30分に出発したときの東京はもう秋の気配

であったが台湾沖を過ぎ七色に輝く珊瑚礁を見下して

到着したフィリピンのマニラ空港は真夏の暑さで見送

りロビｰには一面の原色のパラソノレカミゆれていた.

次の寄港地南ベトナムのサイゴンはマニラにも増し

た暑さで胴太のアメリカ軍輸送機がびっしりと並び全

くの戦時色でその間をぬって空港に働く空色の民族服

アオザイをつけた娘たちが唯一の救いであった.バン

コクで陽カミ落ちて夕やみが迫り暗いインドの夜空を飛

繁一一

小西泰次郎

んで機はいまテヘランに着いた.

イラン側のDr.D.Haririの出迎えをうけ空港から

市内べ通ずる明るい街灯に照らされた大通りを宿舎シ

ナホテルヘと向った.

廻CA亙皿地下水セミナｰ

このセミナｰは国連･ユネスコ･エカフェの共催に

なるもので第1回のセミナｰは1962年4月にタイ国

バンコクにおいて｢デノレタ地域における水資源開発｣と

いう標題のもとに開催され今回開かれたものは第2回

目で｢地下水の調査研究と開発に関する方法と技術｣と

いう標題のもとに行なわれた.

セミナｰの参加国はアフガニスタンオｰストラリ

アセイロン台湾インドインドネシアイラン

目本韓国ラオスマレｰシアパキスタンフィリ

ピンシンガポｰノレタイ英国ソ連南ベトナムお

よびイスラエルがオブザｰバｰを派遣した.またUN

DP,FAO,WHO,IAEAのオブザｰバｰヵ洞時に出

席した.イラン国は開催に当りMinistryofWater

andPower(水と発電その他を含む総合開発を担当し

ている省で多少ニュアンスは違うかもしれないが国

土開発省と一応訳しておく)がその衝に当った.

議菱鰯灘嬢鐵覇一欝蟷蝋1

イ多ンの表玄関テヘランのメヘラバｰド空港

第2回地下水セミナｰの構成と開会式

セミナｰの構成は次のとおりである

会長:H.E.Eng.Ali･GholiBayani,イラン国

国土開発省副大臣

会長補佐:Mr.P.T.Tan,エカフェ水資源開発部長

顧問

同

同

上:

団:

上:

上1

事務局長:

Mr.L㎝mrtMattss㎝,ユネスコ東南

アジア科学協力局長バンコク

Mr.RobertT.Bean,国連本部経済社

会局資源運輸部技術顧間ニュｰヨｰク

Mr.JohnG.Ferris,米国地質調査所

水資源都調査官米国アリゾナ州タグソン

Prof.H.Schoe11er,ボルドｰ大学水理

地質センタｰ所長フランス

Mr.AbelardoS.Mana1ac,エカフェ

水資源開発部水文調査官

セミナｰの会場はテヘラン市街地のほぼ中央

に当る官庁街の一角セボンエスファンド通りに

面したイラン帝国将校クラブが当てられた.幅

広い人通りの少ないこの大通りに面した建物は�
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あまり大きくはたいが樹木と草花とに囲まれ噴水のあ

る前庭をもった落ち付いたふん囲気のところであるカミ

入口の鉄の門扉には紋章として国旗の図柄にある朝目

を背に剣を持ったライオンそれに翼という軍の権力と

この国の希望を象徴したものでまた門を入ると大砲と

鋼像カミいかにも将校クラブらしくその奥には噴水のあ

る池と参加国の国旗が並び正面入口には国連のセミナ

ｰをあらわしたマｰクを中心に左に英語右にイラン

語で第2回地下水セミナｰと書かれた色鮮かなブノレｰの

看板カミ飾られた.開会式は16目午後2階の大講堂で開

かれた.この建物は2階と半地下建で外観はさして

'りっぱには見えないが内部はさすがに凝った建物であ

る.

開会の辞はイラン国国土開発省大臣H.E.E㎎.

MansourRouhani続いてMr.P.TTanとMr.U.

Nyunカミェカフェからのメッセｰジを述べまた国連イ

ラン開発本部代表MLE.J.Co1linのステｰトメント

が送られた.

セミナｰの参加者

セミナｰの参加国は19ヵ国そのほか国連などの諸機関の人

々カミ集まった参加者は次のとおりである

アフガニスタン:Mr.SayedSharifTarin,農業省水理

地質都長

オｰストラリア:Mr.R.N.Eden,北部地区水資源局

.同上:Mr.GMlBurt㎝,鉱物資源局

セィロ:■:MLG.M.Anghie,灌激局副局長

台湾:Mr.MinTa㎎,地下水開発局副局長

同上:Mr.WanCh㎜Hsu,台湾製糖所農業機械

所長

インド:Mr.B.VenkatNarayan,食糧農業省穿襲

局技師長

インドネシアMrs.SrimoemiDoe1homid,公共事業省

水資源研究所副所長

イラン:Mr･A.MassoumiAlamouti,ほか27名

国土開発省

セミナｰ会揚入口と小西課長

会揚に当てられたイラン帝国将校クラブ

ファンド通りに面した閑静なところにある

〃

〃

〃

㐧

〃

〃

〃

イスラェル:

目本:

大韓民国:

〃

ラオス:

マレｰシア:

バキスタン:

フイリピン:

シンガポｰル

タイ:

〃

英国:

官庁街の一角セボンエス

開会式

Mr.N.Khadem,ほか5名地質局

Dr･F･Tarbiat,ほか1O名テヘラン大学一

Dr.M.Mozayani,ほか2名水文研究所

MrA.Sepahban,ほか8名企画局

Mr･A･Bayat･ほか1名国営イラン有油会杜

Mr･M･Rasekh,ほか2名気象庁

Mr.E.Nourikha1三chi,ほか9名国土開発

省アゼルバイジャン地区外各地区代表

Mr.OttoNagler,ほか2名イラン国ガグ

リン地区企画班長

Dr.'TaijiroKonish1,地質調査所水資源課長

Mr.BymgChuLee,建設部用水課長

MLGi.You㎎Nahm,韓国地質調査所

Mr･IssaraKataySasorith,気象水路局長

Mr.Abdu1RahimYusso班｡水資源局主任

技師

Mr.A.EM･A1aヤi,東パキスタン総合開

発公社計画部長

MLA.S.Rivera,公共事業省水文部地下

水課副課長

M乞JinSooPoh,水資源部主任技師

Mr.CharoenPhiancharoen,国土開発省鉱

物資源局水文課長

Mr-SakoljitBhano㎜van,内務省公共事業

局水資源部長

Dr.SydneyHerbertShaw,地質調査所海

葦

開会の鮮を述ぺるイラン国Mlni8tero{WaterandPower,H.F

Eng.M日mourRouhani�
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外部長

ソ連:Dr.V.S.K◎欄1evsky,地質省応用地質研

究所主任技師

〃:M篶M･G･Choue1o∀型土地改良灌渡省外国

水欝源開発局主任技師

ベトナム:棚資七N猟､Khie㎜量水道局技術部長

その他国連などの関係機関として

UNDP:M蔓､鼠.Ambro鰯五,M望､H曇亘騨丁狐至1駁愈㎜

FAO:蝸蔓｡見Ambro関1害Mむ見S七D榊1§

WHO:脇｡珊｡鼠苗W､貰概us⑪鮒

IAEA:M蔓.B.施抑e

����倮吮�測����慮�慣

���������潮

セミナｰの一目

朝8時30分ベンツのマイクロバスか宿舎SinaHote1

の前に止りタイインドネシア代表と共にバスに乗り

込むことからあわただしいセミナｰの一目カミ始まる.

開会式の翌日17目9時会長H.E.Eng.AliGho1i

Bayaniの挨拶がありついでMr.R.Beanのr調査研

究計画と順序について｣という演題から講義は始まった.

一般講義はMr.RBean,Mr.J.G.Ferrisおよび

Pro£Schoellerが当りまた特別講義としてMr.B.

Payneがr地下水開発におけるアイソトｰプ利用につい

て｣またMLA.GBayaniのr水資源開発における財

政上の費用配分について｣が行荏われた.

MLR.Beanはやせ形の紳士よく響く声で明解に水

理地質についての講義を行なった.

MLJ･GFer･isは水理学者としてUSGSのWat帥

SupplyPaper租とを通じて知られおり全くプリント

から離れて得意の帯水層試験の話を中心に講義を進めた.

Pm£Schoe11erはかなりのお年に見受けられたが講

義はフランス語で水資源全般にわたりとくに水質の話

狂とに詳しくユネスコ本部から通訳がついたが午後

の実習にはあまり上手とは申せぬ英語で話された.

講義は毎日9時から始漢り10時すぎ紀はしばらくの

休けい時間がありコｰ紅一とケｰキをつ襲みロビｰで

一息入れる.11時すぎもうエ国のC破eebre荻が

開催地イランとその首都テヘラン

テヘランの目抜き通りフェルドウシイ大通りに面した

英国大使館はそこだけ樹木のうっそうと生い茂った広

い囲いのなかに公館はひっそりと建っていていかに

{)老大国らしい落ち付きをみせているが一方東西両陣

営の米ソ両国は共に広大な敷地に建物も大きさを競っ

ている.イランの現状はアメリカの強力衣援助とカス

ピ海で境を接するソ連の影響力とこの両者のバランス

の上に立っているように見受けられた.

日本の5倍の面積と5分の1の人口をもつこの国ほ

人口の70%が農民でまた80%は文盲といわれそのう

え石油利権のほとんどが外国に握られていて産業には

見るべきものがないという現状はこれを打開するには

まだ相当荏時間カミかかりそうである.

テヘランの日本大使館は市の北酉部に小じんまりと

立っているカミその最大の悩みはイランから何か輸入

する物質をさがすことで日本からの輸出6000万弗に対

して輸入はわずかに600万邦という10倍の片貿易なので

これを何とかして少しでもバランスのとれるように輸入

をふやしたいと念願しているのである.

この国の鉱産資源は石油を除いては開発も遅れ地質

調査所も最近発足したばかりでその方の実績もここ当

分は期待できないのでとりあえずまず農業開発に重

点を磨いているように見受けられた.そこで農業用水

資源開発はこの国にとって最も重要課題の一つで国土

開発の重点は水と水力発電を含む建設事業にむけられこ

の担当省WaterandPOwerの手によって各地にそれぞ

れの開発拠点を置いて計画を進めている.

テヘランの町の南北方向に走る道路からは北方に30

00m級のエノレブｰノレズ山脈の連峰が望まれる.この山

脈から南側はイラン高原に連在りそこからペルシア湾

に至るまでは全くの乾燥地帯であるカミこの山脈をこえ

た北側はここが乾燥の国イランである事を忘れさせ

どこか簿本のい赦が紀でもきているよう注錯覚をおぼえ

る喉のリボンの谷間"と呼ばれるカスピ海沿岸で山

1っこ免だこの違いはまさに想像をこえたものである.

テヘランは平均標高1,150㎜北から南へかなりの傾

斜をもった町で広い幹線道路を太く茂った並木と共に

行き止りの細い迷路で有名である.ここは玲との一寒

村から1796年にカジャｰル王朝がはむめてその首都に

定めたため急速忙発達した都会でいま二代目のバｰレ

ビｰ玉醐になり市街地の近代化も進み大きなビノレも

次刈亭嬢ちはじめている.そのうちひときわ目立つの

は国営イラン石油会社の建物でまたイラン様式の古い

嬢物もところどころに見られる.�
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亜面会長のH.

E.Eng.A1i-Gh一

搬砦簸熱留1

P.T.Tmエカフ

ェ水資源開発部長.一

および織師Porf.

HScho芭11erボ'

G.FeπisUSGS…一

水資源部調養官

Mr.Rob鮒.T1

Bean国連本部技

術顧問

セミナｰ会場前列右はレト画課長

サｰバｰと

そのうしるイスラエルのオブ

左へ韓国2人および茅オスソ連の各代表

会場ロピイのエカフユ水資源開発部長MrPTTan(右)

と地下水

の放射能利刷こついても講議を行匁った国際原子力機関Mr.B.Payne

セミナｰは午後3

､時から5時までは

応用実習の時間で

ショラｰ教授は仏

㌔…話とあまりお上手

､珪一で狂い英語で指導

する

ホテルの屋上からテヘラン市の北側を望む

一ルス山脈の姿がある

鐘灘

白雪をいただいたエルブ

テヘランの日本大便鮪市の中心部からややはずれた

北西部にあり英米ソ連恋どの広大た敷地に囲まれ

たものに比べてまことに小さい�
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目本製の自動車は東南アジアでは幅をきかせているが

ここでは全く姿を兇せずわずかにダイハツの軽三輪を

みかけただけで車は二階建のバスを除いてほドイツの

ものか圧倒的に多くベンツオペノレ7オノレクスワｰ

ゲンのパスタクシｰ自家用車が走りドイツはまた

機械ρ売込みも盛んでシザメンスのビルは広い展示場

まで櫓っている帯

テヘランはまだ並木の町である.東京に並木が育た

狂いのは樹木があまりにも周囲に多すぎて関心をもた

れ扱いためである夢がしかしこの砂漠の申の町は一

歩郊外に歩を移すともう一木一草もない有のゴロゴロ

した瓦礫砂漢果てしなく続く茶色の石こると砂の一色

そして操の山瑞輩木のあるところそれを育てる人は真

剣である阜放っておいたのでは全く育た狂い.テヘ

ランの遊木の秘密も凄花そ慧にあるのではなかろうか.

町の南端はある鉄道のテヘラン駅正面からまっすぐ北

に延びるパｰレビｰ通りの並木は秋の気配も濃い10

月も終りに近い頃怒っ花のでその葉はもうそるそろ黄

はんでいだかみごと拡大木の連続でありた.その並木

を登る船す水は土地の僚斜を利用しで上流から貫に数

国流されて書て大木の根本の上にしみ込んで行く.

川の恋いこの国ではこの水もはるか上流からカナｰト

を通じて地下水を引いてきたものであろう.舗装した

道路と対照的にその脇をサラサラと水が流れて青い影を

落す風景は人々に限り狂いうるおいといこいを与えて

いるように思われた.

ハマダン･ガッビン地方見学旅行

金曜員は回教徒の休日｡はじめて迎えるこの目と土

曜日曜を利用して最初の見学旅行としてテヘラン

西方のハマダ1■1ガッビン地方へのバス旅行が行なわれ

た.テヘランを出てハ㌢ダン凌での途中のO1igo-Mio･

ceneの地層は苔むし淀ような草色のグリンタフで車

からもその走向傾斜淡望蛮れた生

ハマダン地方農業開発のための地下水調査は国土開

発省記所属するハ㌢ダン地下水調査グルｰプの手によっ

て行征われた｡その規模は繭積δ00kが調査は二年間

絶わたり4人の純質技師2人の技手と且人の寮務官が

担当し凄花別に巻く井班がカ回わった､イランは緯度

でいうと北は想いたい員本の東北地方から南は台湾あた

り襲で広がりその北部にあ紗wダンは私たちの行っ

た工0月下旬でももうかなり冷え込みが強かった淋冬

はその寒さのために野外調査は2ヵ月しかで慧ない状態

であったという.

ハマダ1■の町は高い尖塔のあるAb吐AhS1蛾の姦

所のあるので有名でテヘランから初めて地方都市は出

花私たちには金曜蘭の休日の雑沓する町の中心衛ヌ

ンあ呼ばれる大形のイラン式パンを往来に吊り下げてい

る風景やはじめて入る裏通りにある小さたモスクを物

珍しく見て歩いた.

ハ呼ダン地下水調査グ〃一プの資料によればこの地

方で調査した水露頭は550の井戸と220のカナｰトお

よび60の湧泉でそれらの湧水量は井戸8.6001/sec･,

カナｰト1,484Z/螂古里湧泉684sec一,でこれらの総

量は年間182,689茗00腕婁である.またこの平野の沖積

層の厚さ縁東部で督0搬西部では亙00搬でその下位の

地層は第三紀O1igo･M三㏄㎝噂の地層であるといプ

ノ･マダンを発ちパスは北酉に走りガッビンヘ着く.

ここもガッビン農業開発地区としては地下水開発が行な

われている地区七ここの開発事務所で所長のM㌃ん

跳hiから概況の説明をまた関係者から水理地質さ

く井報告カナｰトについての考察地下水開発計画な

どにっいてきいた.午後からはカナｰトおよび土塀に

囲まれ花小春な部落M･sh縁!darVi11ag8に案内された､

この小書瓶村は見渡す限り褐色の瓦礫砂漠に同色g土

で固めた高い土塀紀騒まれているので遠望では村の存

在巷克識別しがたいよう抵ところである茗ごの村から

少し離れて小奮抵溜漉とコンクリｰト造りの小屋が見え

た.小屋はボ1■プ場であるとの説明があった..と見

る間に土の囲いから原色の服を着た多勢の女たちカミ手に

剰ζ大小形もさ嘆客ま匁器を持って走り出てポンプ場

の近くに走り寄って書だ｡その時ポンプ場から溜池に

痢って勢いよく地下水が噴出しそれを女たちは懸命に

汲んだ.間もなく斌ンプは止りこの水汲みのさわぎ

は終って女たちは部落紀帰って行った.この時間給水

も以前にはこのよう扱ところでは数百独先の小川に

またオアシスに水を汲みに行かなければ粘ら扱かった事

を思えば限られた時間とはいえすぐ賢の前で新しい

水が汲める事はどれほど水汲みの労力負植を軽くし生.

活を変えた事であろうか苦いつかはこの都落紀も各戸

に水道が引けるという目が来るのであろうかあ考えさ

せられた.しかし100年前にテヘランの町をナヤド

ノレをつけない女が歩く事をだれが予想したであろうか

と人が語ったようにイランのいなかはようやく小川や

オアシスが井戸をポンプに代りつつある時期でやがて

各戸に水道を別く時が迎える目もやってくるであろう.

イ等ンの対ナ榊ト

芯忍でイランのカナｰト(Ghana室)について煮干ふれ

てみたい1周の表面をみるようなアバタの規貝リ正しい

連扱聾それが空からみたカナｰトである1邦い穴は

竪坑でその周囲にはこれを掘り上げるときに掘り出レ�
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図1位置図

図2Gh砒vin地方カナｰトの年間

テヘラン市ジャムシｰド通りとバｰラビｰ通りの交差点ジャムシｰド

通りに面して左から映画館1つおいてドイツシｰメンスのビルその

隣シナホテル自動章をはじめドイツのこの国への進国は目ざましい

排出量の変化(1965年)

テヘラン市を代表する建物

ジャムシｰド通リの国営イ

ラン石油会社大通りには

大き粗建物がぞくぞくとた

ち始めている

テヘラン市街地のほぼ中心

に当るゼファｰ通りに面

したBagbeMe11e門はど

の案内書にも出てくるイラ

ン式の古い建造物

大樹の並木は砂漠のなかの都市であることを忘れさせる

テヘラン市バ､ラビｰ通りのみごと拒並木

チヘ歩測郊鈴一緒衛雌憾ず泌^う舵は風礫珍漢ハマ

ダンヘ繊発熱の皇賦蝉霜の賊r｡ふα拠縦童轟(UsG琴の技師セミナ

ｰの議鰯)鮭嚇恕抑ツ鮎く娯禽へな吹

並木をうるおす水テヘラン市は北から構へ下り勾配の町

この傾斜を利用して一目数回並木に灌概用水を流して緑を保つ�
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た土を盛り上げたものが輸にたって見えるわけである.therwe11)があり坑底を地下水面下におろしここか

この穴の下には横坑の地下水道カミ掘られていて上流部でら横に下流に向って地下水道を掘っていく.この地下

地下水を集めこれを上流から下流に向って自然流下に水面下の地下水道を湿部(Wetpa･tまたはd工ainage

よって導いているものでこれをイランではカナｰトとtunne1)といい水を集める部分にたっている.そこか

呼んでいる.ら地下水面よりも上に当る土中を横穴によって地表日カミ

イラン高原の住民は数千年前から地下水を生み出す手けて掘り進みこの部分を乾部(Drypa･tまたは

段としてカナｰトを発明し発展させてきたものでこCOnVeyanCetume1)といいもっぱら水を流すための鯵

の原始的方法は広く利用されまた近隣の国々へと広が道である.ここから先は開渠に柱り分水利用される.

っていったものといわれる.イランには以前には4万この部分を開渠部(Openpartまたは｡onveyance

本以上のカナｰトがつくられそれらは3万にのぼる村｡ana1)という.先ほどの地上の丸穴はこれらの隆道

々へ飲料水や灌観用水を供給していたという.現在でをっくりまたこれを維持管理するため竪坑である

もその60%の2万5千のカナｰトが今なお地下水を送カナｰトをつくるに当って新井戸の位置導水のルｰ

り続けそして全耕地の3分の1を灌概している.ト勾配などはすべてむかしから勘に頼ったもので写

カナｰトによる地下水の年間流出量は20億m3にも及真でもわかるように曲りくねったものが多いカミ数k並

んでいるというカミその流出量は水の多い時期と少恋い時には数10kmも延々と地下水を引くその勘と根気は

時期があり豊水期は冬の終りから早春にかけての最もまさに砂漢における如恵と驚異である.

水需要の少ないときにおこり逆に渇水期を夏から秋へ新井戸は数mから深いものでは200mの深さにも掘ら

かけての水需要の最盛期に迎えることになる.その一れることもあるカミ普通は30～50m位でカナｰト全体

例としてガッビン地方のカナｰトの年間排水量の変化をの延長は短くて数100m長いものは50長㎜にもおよぶ

図2で示したが2月が最大7月に最小に放っている.か数kmというのがよくある長さである.排水量は

カナｰトの構造は大きく分けて三つの部分からなり立カナｰト1本で毎秒数〃から3004で水量を増す方法

っている.すなわち最上流部に新井戸(母井戸･Mo･としては湿部を指のように分枝させてカナｰトをつくる

繊級艦鑑

そらくこの地方に困る白璽

灘紀0rbito1imの化石が入

りた大理石であろう

ハマダンの町角ヌ→

残㌶簑㌫ヒ主

はペルシアシュｰタン売り

ハマダンの小さなモスク(回教寺院)の内部石造りの棺が置い

てある写真をとったらチャドル姿の女に睨まれた

地下水を汲む女流ちガヅピン地方のこの小さ柾部落マシャルタ

ｰ村では朝夕給水時間をきめて地下水をポンプで汲上げそれをビ

ンなどに貯めおいて便う原色の衣服略化されたチャドル犬小

形もさまざまのツボに懸命に水を汲む姿は壮観である�
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イランにおける浅

井戸･深井戸数増

加のすう勢(農業

銀行貸出し金によ議理誼一憂阯

るさく件数)

カナｰトの開渠蔀のそばに立つMr.JG.F鮒is

空からみたカナｰト九いアバタ状のものほ竪坑の穴でまわりに掘り上げ

た土が横み上げてあるこの下に横坑の地下水道雄掘られている上流から

下流に地下永を自然流下で導いている

カナｰトの開渠部上流から流れてきた地下水1ま数㎞の暗渠を嘉れて壁土

うやく目の目をみて地表近くの開渠を流れるもう利用される時も近い

テヘラニ/の北東70k㎜1こそぴえる“イラン窟士'宝と洲)岩泌イ多ン鍛商醸の

デマペンド山(5η1m)雲のかかり方まで富士山そりくりである

緑のリ球ンの谷間と呼ばれるカスピ海側はエルブｰルズ山脈

の向う側の乾燥地帯と打って変って日本のどこかを思わせるよ

うな雨もようの風景だった�
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方法カミとられている.しかし196五年以降の統計によれ

ばカナｰトの新設はほとんどあとを絶ちこれ絶代っ

て浅井戸と深井戸カミ地下水開発の新しい荷い手とならう

としているようである.

も同じようなものであることを思い雨の少ない乾燥地

帯にあってはさらに一段と開発に当っての考慮が払わ

れねぱなら荏いことを痛感した.

イ㌘ン地下水闘発の将来と問題点

1961年から65年までの実績によればカナｰトの新設

はほとんどなくこれに代って農業銀行の融資による浅

井戸が5000眼深井戸カミ1,200本掘られている.この

うち浅井戸の数の増加は目ざましく図3によりそのす

う勢をう牟がうことができるヨカナｰト浅井戸深

井戸の諾元を比較したものが表ユで単価は1Rialをδ

円としたがカナｰトは以前につくられ花もののために

単価は安くでてきているものと思われる畠これらの

図表からもわかるように今後の地下水開発は溝井戸を

中心に進められるものと考えられる｡しかし近年にわ

かに盛んになった農業開発は急激な地下水開発を伴い隼

間の絶対降水量の少ないこの国ではややもすれ法地下

水の揚水量ほその貯留水量に食いこむことになり局地

的た地下水位の低下によってカナｰトが干上る恋との事

態も生じている.そのためこの国においても地下水開

発の制限また冬期間カナｰトの放水を防ぎまた排繊

された水が塩水湖に流入するのを防止するなどの方策を

立てさらに進んで沖積扇状地を通じて人工による水の

地下注入をも考慮している.

地下水開発とそれに伴っておこる問題はどこの国で

カスピ湖こ面し液バポルサｰノレは有名な避暑地しかし10月末と

あって浜には私たちを除いてほかに人影もないカピス海は海水

準よりかなり低く塩からさもまた広さも海と名付けるに十分で

ある

“緑のリボンの谷間"カスピ海沿岸

国じゆうをあげて国旗と螢光灯と皇帝の写真を飾りた

てた10月26目の皇帝誕生目がやってきた.この目を逃

''がしてはカスピ海を見る機会がないというので韓国

タイペトナムの代表と同じ頃テヘランで開かれてい

たWHOシンポジウム出席のタイ国代表らと共に2台の

車を連ねて･目の出前のテヘランを出発した.車は進

路を東にとりやカミていっもははるか遠くながめていた

イランの最高峰デマベンド山の偉容が近づいてきた.

在イラン邦人が“イラン富士"と呼ぶ當士山より2000m

も高いこの山はそれを囲む裸の山々をさえ気にしなけ

れば確かにそれは雲のかかり方さえ富士山そっくりで

あった･やがてエルブル山脈の峠道をこえるといま

までの青空はにわかに曇り空に変ってきた.そして山

肌に立木がまばらに生えてきたと見る間にその数を増し

平地に下りた頃にはあたりの様相は全く一変していた.

旅行案内記には“日本と全く同じ気候風土である.

緑の沃野わらぶきの農家系畠准どのどか荏農村風

景がみられる"とあるがまさにそのとおりでこれがイ

多ンかそしてあの乾燥の砂漠はどこに行ってしまった'

のであろうかと貿をみはるばかりで折から曇り空から

パラつく小雨に久しぶりで打たれな粘ら自然の不思議を

考えだ出

パ約レサｰルはカスピ海に面した避暑地として有名で

大書恋ホテルと色鮮かなバンガロｰの列が夏をしのぱせ

たが今はもう浜辺には人影もなく私たちは塩からい

水を恋めバカ貝の殻を拾い海の向うのソ連領をながめ

た.このカスピ海に沿った緑のリボンは海水準より

か在り低く川はすべて南方エルブｰルズ山脈から発し

イランの水害砂漠の国とばかり思っていたイランにも水害があったカ

スピ海測は曇り空から小雨までぱらついたここは一週間ばかり前の大雨で

流された橋の復旧作業�
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て北のカスピ海へ向かって流れているが国道はカスピ

海に沿って東西に走っているので国道にはたくさんの

橋がそれらの川に架けられている.つい一週間ばかり

前の大雨のためにそれらの橋のうちいくつかは洪水で

流されてしまい応急修理中であったが車はその度に

川原に下りて流れを渡るという難行をくり返した.砂

漠の国に水害があろう恋ととは夢にも思わぬでき事であ

った.

皇帝誕生目はまた農村のお祭りの目でこの片いなか

の広場には青少年のにぎやか次パレｰドがくりひろげら

れ近隣の大勢の人々が実事っていた.われわれは先

を急がねばならぬ.お祭りに別れを告げて緑の国か

らふしぎの国のアリスのようにまたカラカラに乾いた

テヘランヘ後おそく帰りついた.

イスファハン･シラｰズの古都へ

ようやく明るく在りは始めたテヘランのメヘラバｰド

空港を飛び立って1時間私たちは第2回目の見学旅行

地イスファノ･ンに到着した.空からみたイランの山々

連続する地層と摺曲

空からみたイランｰ本の木も拒いヌｰドの山々が走向傾斜をは

っきり見せて果てしなく続く草木を分けて露頭をさがす日本と何とい

う相違だろうか

それは全く地層のあるがままの姿であった.藪をわけ

川を渡り露頭を求め断層をさぐり走向を確かめる日本

とはまた何という違いようであろうか.イランの空

中写真に色を塗ればそのまま地質図ビなりそうにさえ思

われた.イスファハン空港はロｰカルラインなので

並んでいる飛行機も小さくゴツゴツした岩山カミ違くに

見えて何となく広々とした感じでまたすぐ近くには空

港の建物と対照的粗モスクが朝目に照らされてキラキラ

と輝いてイランの京都といわれるこの町の感じをひとし

を深くさせた.

回教の国に来て目につくのはモスクとチャドル姿の婦

人である.チャドノレの様式は国によって違いイラン

では大きな一枚布を頭からからだにかけてまとい口の

ところで軽く樹でかんで止め色は黒が正統といわれ

地方都市では黒も多いがテヘランあたりでは黒はむし

ろまれでとくに若いご婦人には人気が無いようで多

くは細かい模様や多色の細かい花模様でまた薄く透き

通って下の服と調和させむしろおしゃれ着的要素を多

分に含んだものも多くみかけられた.またこのような

外出用のチャドルと共にスカｰフに類した仕事用のチャ

イス7アノ･ン空港チャドル姿の婦人が美しいイランのチャドルは

大き柱一枚布を頭から体にかけてまとう色は黒が正統派だというが

このような細かい模模のものが多く薄手で泣かピは透き通って下に

着ている赤いゼｰタが見えるぷう恋ものもある

イスソァハンはイランの京都といわれる首都で難麗なモスクが陽に映免で

とくにその遠望は美しい

イスファハンの土造りの民家爾が降ら加'がら柵嚇日本たつ.

たらじきに流れてしまうであろう赤色の瓦礫砂漠の中に泥で固

めた塀をめぐらせた部落とその判こ泥で固めた家があると遠目に

はそれらの区別はつけにくい�
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チャドルのある事もわかった.テヘランの町からチャ

ドルが全く消え去るのはいっの目の事であろうか.

この地方の開発を担当するイスファハン地下水調査グ

ルｰプによる説明のあと私たちは空港で遠望したゴッ

ゴッ山のわきを通ってアミラバｰドカナｰトに到着し

た.このカナｰトは比較的大き夜もので総延長約30

kmもあり排水量も200Z/sec.,と大きい.開渠の部分

だけでも1kmあまり終末はオアシスになっていて

ここから8力所へ分水し畑をうるおしまた飲み水にな

る.水質は溶存成分はかなりありやはりC1狂と相

当に多い.

成分C03S04HC03CaMgNaC1

�片㈴㈴��㌱�㈵��㈴�㌸㈴㌮�㌰��

イランには数多くのモスク(回教寺院)がある洪と

くにイスファハンには有名なシャｰモスクを始め多くの

華麗なモスクがみられる.モスクの外側はタイノレやモ

ザイクで近くに寄ってみればたいしてきれいとも感じ

粗いがこれがドｰムにたるとその遠望は青く澄んだ

空の下にキラキラと輝き独特のムｰドをつくり思わず

みとれるのはこれを囲む周辺の土造りの家々のために

一段と映える仕組みになっているからであろうか.イ

スファノ･ンの空港を立ってシラｰズヘ.シラｰズはペ

ルシア文化揺藍の地でありイランの奈良とも称される

古都で名所旧蹟も多いがここから自動車で五時間の

ところには古代史の教科書にも出てくるペルセポリス宮

殿の遺跡がある｡シラｰズ付近の地下水調査はドロウ

ザン地下水調査グ〃一プが担当して実施している､

シラｰズの町をは抵れでわれわれのバスの行く大通

はどうやらペルセポリスヘの遺らしい.丘を上り丘

を下りところどころに道標が立っている.行くこと数

十分荒地の中に木の茂みがありそのそぱでバスは止っ

シラｰズから約眺泰リス^行く途中の野井戸深さは10m位のマイマイ

井で馬を往擦慈せで地下永を皮袋により汲み上げ(いる

た.野井戸をみるためである水あるところ本ありで

ここだけ茂みがある.井戸はいわゆるマイマイ井戸型

式で勾配をっけなカミらら線型に掘り下っていくもの

で深さ10mはを少しこえておりポンプの代りに馬の.

力でドラムの向うの皮袋を上げ下げして水を汲んでいる

という.まことにのんびりしたものである.しかし

地表水の一滴もないここでは唯一の貴重狂水で皮袋

から華けらた水は素掘りの水路の両側の緑の間を流れて

砂漠へと消えた.

ペルセポリスは古代に栄華を誇ったダリウス1世の

築きあげた大遺跡で紀元前520年ないし515年につく

られたものである.それにしても石のもつ生命は偉大

である.2千数百年の歳月をへた今日でもホｰノレの

壁にきざまれた支配下28部族の朝貢使者の列はいまだ

に貢物をもってダリウスヘの忠誠を誓い私たちの心を

古代ペルジァヘと導いた.われわれ一行の関心はまた

水にもどった.この南北428m東西300㎜の段丘の

上にいて飲み水はどうしていたのであろうか.その

謎はこの段丘から数m上った山側に金綱を張った貯水槽

により解かれた.どういうふうにして貯めたかはわか

ら狂いがとにかくここに山からの水を集めておいて宮

殿全部へ給水していた事は間遠い狂いのである.石柱

を茜に染めて夕陽に映えるペルセポリスの威容をあとに

して一行はシラｰズのバレスホテルヘと向った.

クセスタン地方総合開発

クセスタン地方総合開発はKhuzestanWaterand

PowerAuthoτ1ty(クセスタン総合開発公社)の案内書

の表紙に叩砿ManyTomOmws"とあるように明

目のイランを賭ける事業としてそのカの入れ方は私たち

にもヒシヒシと感じられた.

シラｰズを発ってユO月30日ひる近くペルシア湾に

ペルセポリスは紀元前520年ごろダリウスI世のつくり上げた宮殿

の遺跡シラｰズから車で約1時間のところにある�
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臨み川をへだててイラクと境を接するアバダン港へ着い

た.ここはデズ川の河口の町でわれわれはバスで上

流へと向った.この計画ほ1956年にアメリカからM菱.

D.E.Lilientha1を招いて立案し1960年には開発公

社をつくって着手したものでデズ川総合開発とも名付

けられるものでその中核はデヅフノレの上流につくった'

MohammadRezaShahPahlaviDamという皇帝の名

を冠したイラン政府自慢の中近東一というアｰチダムで

このダムの水によって現在は農業のパイロットプラン

トおよび製糖計画カミ造んでいる.このダムはいわゆる

多目的ダムとして水力発電農業用水洪水防御およ

び舟運を目的として1963年に完成したものでアバダン

から280km上流にある.

ダムサイトの流域面積は17,000km2年平均流量は

287cms.最小流量49cms.で地質は第三紀に属する

石灰岩の礫岩である.貯水池の最高水位は352m最

低水位は290m最大有効水深60mでこの間の有効貯水

量は2,510,000,O00㎝m.である.

ダムは;コンクリｰトアｰチで高さ203㎜堤頂長は

享12m発電は第一期工事として26万kWで最終的に

は52万kWになるはずで目立製作所のタｰビンが組み

込まれていた.

アバダンを出発した一行は南クセスタンの平原を3時

間ひた走り水平線のはるか向うにみえた砂糖きび畑

に囲まれて孤立した製糖所へ着いた.総合開発の柱の

一つであるこの製糖計画はノ･ワイァンァグ回ノミス会

社の協力によってでき上カミったものでノ･ワイから建設

のための人が来ておりこの夜製糖所のクラブで行桂わ

れた夜会でハワイから来た同系三世夫妻はイランで会

う日本人をなっかしんだ.製糖計画は順調に進み

砂糖きび畑は4,000haに達し精糖量も1961年12,000t

であったカミ1964年には25,000tに達したという｡トン

当りの価格は国際価格をはるかに上回っていると聞き

このあたりに将来問題が生じてくるのではないかと考え

られ花､またダムから引いてくる農業用水の値段は

トン当りいくらについているのかを聞いてみたが値段

抵どには興味が荏いらしくすべて饒ストというものを

度外視した開発紀はいささか驚かされた苗しかしこれ

が開発途上の国の現状というものであろうか吉

ここで興味を引い花のは地下灌統法でごれは目本の

畑地灌潮1のように地表紀撒水してい危のでは地表の塩

分を蒸発散の施め骸水効果がないので地下に水を入れ

て地下水面を加減しそれによって地下から根に水を供

給しようとするもので工事としては幅1m深さ2

m位の溝を溝掘機を用いて掘り上げそこに素焼の管を

埋めて行く.ただそれだけである.そしてこの管に

水を通すと管の継手から水が浸透しこれを加滅して

地下水面を調節するのである.砂糖きびの場合は地

下水面は地表から90cmから150cmまでを調節するもの

で90cmより上に地下水面が上るときぴは枯れてし

まうということでまた土管の列と列との間隔は砂地で

200m漉泥で70mから100m位とのことである.し

かしこの土管に水をいっいくら入れるかを決める方法

などは知ることはできなかった.

Moham㎜adRezaShahPah1a∀iDamのダムサイト

に行く道は行けども行けども軟かいうねりを見せた礫

岩の丘が続いてやがて第一展望台にっいた.ここか

ら見るとダムサイトも貯水池も全く見渡す隈り礫岩で

水と礫岩以外何一っない.そして200mを越えるであ

ろう礫岩の壁の下にダムは小さく見えた.

その夜アバダンからテヘランヘ帰りついたのは11

時を過ぎていた.

クゼスタン平原}こ孤立す義ハフト夢ぺ1ζある鯉糖ヱ揚脱榊11撒

A酊om㎜icgCo.の協カによってでき上った

舳出狐出沁虹iaMehr皇帝へ謁見

n月五賢朝バスは坂を上って市街地からややはず

れた高合にある王富はセ薫ナｰの参加春一同は招かれた.

ク省ス夢ン総合計画の多もの鰹糖諦爾による薦糖畑かんがセ･の狂ゆ

地下水を補総して地下から給水する方式の工事現場溝掘り機を用いて

深さ2m位の溝を掘リそこへ素焼土管を布設する工事これに通水し

て地下水面を=1ントP一ルする�
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クセスタン総合計画の中枢高さ203mのアｰチダムMoha㎜㎜ed

Re蝸ShahPah1冊iDam全景ダムサイト周囲の1五1もすべて礫岩

である

皇帝の写真は国中にはんらんし町中の至るところのシ

ョｰウィンドにも壁面にもかざってありテヘランで必

見といわれるショニ1フエノ･ナイトクラブにさえ二階の

壁に螢光灯で縁取られて飾られている.しかし実際に

お目にかかるのは初めてのことである.謁見の大広聞

は大理石の腰板と厚みのあるペノレシァカｰペットが敷き

っめられてあった.

H.E.Eng.MansourRouhani国土開発大臣の紹介

で皇帝は常用の黒眼鏡をはずして一人つっ握手された.

皇帝の季は大きく厚みカミあった.しかし街頭の写真は

数年前のものらしく白髪も混りそれよりやや老けた感

じであった.

皇帝は一同を集めてセミナｰへの挨拶と共にイラン

においては水がとくに重要であることを述べられそれ

は生きていくだけに必要なだけでなくイランの開発に

必要でありその探査には非常狂努力を続けている旨を

言及された.また水の脱塩の問題について塩水の淡

水化が経済的に可能にたろ.たと科学が勝利を告げるのを

待望されま衣世界的な水不足という問題については

相たずさえて問題の解決に努力しイランもできる限り

のごとをやりたい胃を強調された.

ここに皇帝みずから“垂水の淡水化"について言及され

たことは日本のように“海水の淡水化"ではなく“内

陸塩水の脱塩"という問題が大きく'クロｰズアップして

いることを知りそれぞれの地域による事情の相違が感

じられた.

終って一同記念撮影をすませて退出した.将校クヲ

ブヘの帰途新しくできたというフランス人学校を見た

カミフランスは未だに陰然たる勢力をもっているらしく

イランの上流階級はフランス語を話すものが多くセミ

ナｰに提出した論文もイランめものは10論文のうちの

6がフランス語で書かれたものであった.

セミナｰに提出された論文

セミナｰ参加者が提出した論文は11月2目午後およ

び3目の2日間にわたり講演された.ここには発表順

に講演者とその標題を記するに止める.

11月1目代表一榊ま宮殿1こ招かれて皇帝と謁見

Shah固nr幽ahAri塾Meもぎ皇帝と握手する小

西課長右はインドネシアおよびインド代表

台湾･Mr.MinTang:台湾の地下水開発

台湾･Mr.Wan-Chu皿Hsu:台湾カオピン地方における

地下水開発の研究

韓国･Mr.By㎜gChuLee:韓国における地下水とその禾O

月およびその研究と研修について

日本･DLTaijiroKonishi:日本における地下水の概観

とその開発上の二三の問題

イラン･Mr.MahdaviArdabi1i:イランにおける地下水

研究の概要

イラン･MLAhmadMassoumi:イランにおける地下水

の産出量

宮殿におけるセミナｰの各国代表たち�
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イラン地質調査所テヘラン市街地を東にぬけ出してメヘラバｰド空港への大通りを行き空港の手前別れ道を左に折れると地質調査所がある.建

物ほでき上ったばかりで内部の設備はまだ整っていない

イラン･Mr.R.Ighanian:イラン南東部地下水の地球化

学的研究

イラン･MLAreshKouchekPour:カラシ盆地の地下水

とアミｰルカビｰルダム

イラ1■･Mr.Jali1Lavassani:バラミ盆地における地下水

研究の方法

タイ･Mr.CharoenPhiancharoen:タイ北東部の地下水

開発における地質的制約

シンガポｰル･Mr.JinSooPoh:シンガポｰルの地下水

韓国･Mr.G五Yo㎜gNahm:済州島の火山島にかける地

質と地下水

セイロン･Mr.G.M.A㎎hie:セイロン島地下水の研究

イラン･Dr.D.Rafirasme:自由面地下水の排水効果

イラン･Mr.Iranian:イランにおける地球物理の地下水

探査への応用

イラン･Mr.O.W.Tscheltzo旺流体力学利刷こ関する

問題点

イラン･Dr.H.Ardestanizadehテヘラン地方の水理地

質的研究

ソ連･Mr.V.S.Kova1eマsky:水道のための地下水のあ

り方の研究

ソ連･Mr.M.G.Chue1oT:農業開発に関連した地下水調

査法

イラン･Dr.A.Motamea:ゴルガン地方の水理地質

イラン地質調査所

イラン地質調査所のProjectManagerDLAndrews

から私と韓国地質調査所のMLG.YNahmは招かれ

一部講義を割愛して空港に近い郊外に建ったばかりの

イラン地質調査所を訪問した.

建物は半地下三階建のなかなかしょうしゃな建物であ

るが中味はようやく整備中で手をつけていない個所

も多く人員もまだそろっていたいようであった.正

面玄関を入ると石が置いてあるところは地質調査所

らしくつき当りの奥は標本室であるというカミ四角い広

い空間を持ったこの室には一片の標本もなかった.

研究･実験などの設備も目下すえ付け中で人影もまば

らであった.

この調査所は今年からいよいよ国連の手を離れてイ

ラン地質調査所として独立するのである.これから一

流の調査所にきづきあげるのはなかなかたいへんな仕

事であろうが広い土地と未開発といわれるこの国の地

質調査所に寄せられる期待は大きい.

閉会

3週間にわたったセミナｰもいよいよ終りに近づき

11月5目午前セミナｰの勧告を含む報告書草案を検討

した.勧告は

勧告･1ECAFE地域における各国の事情は異なり

各国それぞれ解決すべき問題をもっている.

そこで“地下水開発顧問団"を組織しそ

れに当らせるべきである.

勧告･2第三回セミナｰは適当な時期に行ない議

題はその時の事務局がきめる

勧告･5国際地下水開発訓練所の設立を促進しそ

の訓練所はあとで拡張しそしてECAFE

地域の国々からの専門技術者のために開放

されるべきである.

勧告･4ECAFE地域の国の人々の技術研究のため

に地下水専門家を交換すべきである

そして大き柾地下水開発事業において仕事をしながら

研修を促進することを勧告する.

以上の勧告を含む報告書草案を採択しセミナｰの報

告書としてセミナｰはここに閉会した.

長いようで短かかったセミナｰは実のあった講義と

ともに広くイラン国内を見聞しまたECAFE地域地下

水専門家の相互理解を深め各国の事庸を知り問題を

探りその解決の一歩をふみ出すことができたことは

まことに意義深いものカミあった.本文を終るに当り

お世話になった在イラン邦人の方々事務局を担当され

たECAFE水資源開発部長M･.P.TTanおよびM･.

A.S.Manalacならびにイラン国MinistryofWater

andPowerの方々に深く感謝の意を表する次第である.

閉会後私たち代表者一同のイランの方々への厚意を

謝して茶会が開かれつきぬ名残りを惜しんだ.おそ

らく再び訪れることもないであろう将校クラブの真赤

なペルシアじゅうたんのしかれた階段を私は静かに降り

た.(筆者は応用地質部水資源課長)�




